


空港にとなりあった成田市駒井
こまい

野
の

にあ

る西ノ下遺跡からは、|日石器H拭から中

世にかけての多くの溜蕎が確認されてい

ますが、なかでも、空港周辺ではほとん

ど、見つかっていなかった古墳群や中世の

大形建物跡が注目されます。

古墳は、古墳時代後期の前方後円墳� 1

基と円墳2基が調査され、埋葬施設か
まいそうしせつ

ら
も(とう は

直刀や金箔を
さんぱく

貼った耳飾り、ガラス玉な
そう� Lょくひん

どの装飾品が見つかりました。

ー-
根
ね

木名
こ

J
な

1 1の支流、取香川
とっこう

の最も奥とい� . 
e曜F、

- -.::圃同 .. う辺ぴな土地に、前方後円墳を中心にし

た古墳時代後期の君探墳が営まれていた

ことが明らかになりました。古代の成田

市域の情勢を考える上で重要な手がかり

となるでしょうO 

かそう� 1:あと

屋敷跡や火葬墓跡など、中世の� i耕も

多数見つかっています。特に、溝によっ

て区画された大形の建物はほかにあまり

例を見ない貴重なものです。主屋は� 2

間X5問(1間約� 2m)、床面積4伽げくら

いの大きさで、まわりには廊下が付けら

れているようです。柱を立てる前に穴を

掘り、その中には黒色土やローム士.を入

れて突き固め、その上に柱を立てるとい

前方後円墳(周溝内側で長さ32m) 埋葬施設

が作られてきました。
くのいせき

右の写真は、木更津市久里子i割方、から出土した平安時代
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の漆紙と
うるしがみ

漆容器
ょうき

です。漆の保存には、乾燥しないように

漆を入れた容器を紙でフタをし、漆が直接空気に触
ふ

れな

いようにする必要があります。この紙が漆を吸い、長く

土中にあっても腐らずに発見されることになりますD こ
うるしがみ

の漆の着いた紙を「漆紙」と呼びます。

当時、紙は貴重品ですから、たいていは書き損じたり

していらなくなった紙(反故紙)が使われます。このた

め、古代の文字が現代によみがえることになりますが、
うるlがみ

残念なことに、この「漆紙」から文字は発見されません

でした。しかし、房総にも古代の漆職人がいたことを物

語る資料として、大変貴重なものです。(半津幹雄)

う丁寧な基礎工事が行われています。

英語で� ichinaJというのは中国を意味する言葉です

が、「陶舷器」と ~l う J意味ももっています白日本で陶磁器

を「せと(瀬戸)物」と呼ぶように、その生産地名でそ

の物を言い表すようになったものです。では、日本の英

語名� ijapanJはというと、これは「漆器」を示す言葉と

して使われており、日本製の漆器の品質の高さを表して

いると考えられます。

さて、漆は
うるし

いつごろから日本で使用されていたので、し

ょうか口考古学の資料からは約6，000年前(常駐文時代前

期)までさかのぼることができます。漆は古代において� 
If

はノj能樹脂
んのうじゅし

であり、塗料としてだけではなく、接着剤な

どにも使用されました。また、さまざまな装飾技法(蒔
ιでん

絵
え

・沈金・
ちんきん

螺銅・堆朱な
ついしぬ

ど)を用いて、高度な漆工芸品

牲の下に置かれた板状の石が見つかった穴
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この建物にはどのような身分の人が住

んでいたので、しょう。出土した遺物からこ

の建物は室町時代ころにあったことが考

えられます。この時代は、千葉氏の系列に

ある大須賀氏がこの地域に領地を広げて

いったころであり、おそらく駒井野周辺も

その支配下にあったので、しょう。発見され

た建物の規模や整然とした建物配置など

から、大須賀氏に関係した有力な武将の

居住した館跡と思われます。(栗田則久)

人間が、最初に手にした道具は石だ

ったと言われています。金属の使用が

一般化するまで、さまざまな石の道具

が作られました。その中でも、これか

らご紹介する「石斧
せき ふ

」は最もポピュラ

ーなものでした。

石斧は旧石器時代からありますが、

やはり縄文時代のものが種類も量も豊

富です。斧というと、「まさかり」のよ

うに柄と刃
えは

が平行になるように付けら

れ、木などを切断するものです。平た

い石の中央部を打ち欠いて窪ませた分
ふん

銅背5打
だどうがただせい

製石斧・楕円形の石を磨き挙
あ

げ
正ゅう� itうCょう

て乳棒状にした磨製石
ませい

斧などがあり

ます。

意外に知られていないのが弥生時代

の石斧でしょう。写真の� 1・2は、尖

った両刃をもっ分厚いもので「太型

弥生時代の石斧と柄の付け方� 

@ @ 

蛤刃石斧」と言います。

次に現れるのが、柄と直角に刃を付

けたタイプです。写真の� 3・4は片方

にしか刃を付けていないもので「柱状
かた� li へんべいかた� 11

片刃石斧J i偏平片-刃石斧」などと呼ん

でいますD 装着したところの絵を見る

とよくわかりますが、柱状の斧には柄

に固定しやすいように背中に切込みを

いれた「扶入り石斧」もあります。こ

れらはより徽密
もみつ

な木材加工用として普

及したようです口

弥生時代になると、家の建築部材や

水田用の杭など、大形の木製品が大量

に使われるようになります。そうした

ニーズ、に答えるように石斧も改良がか

さねられたのでしょう。� 

r房総考古学ライブラリー� 4一弥生時

代一』より (谷句)

太型蛤刃 柱状片刃 挟入 偏平片刃






